
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

テーマ「ひんやり」 5月・6月に開催した公民館主催講座を紹介 !
　公民館では感染防止対策を徹底して、講座を開催して
います。

童
心
社

1

グ
ラ
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ィ
ッ
ク
社

４

あ
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な
ろ
書
房

3

ハ
ー
パ
ー
コ
リ
ン
ズ・ジ
ャ
パ
ン

２

クント・フェアラーク／編
青
あお

木
き

柊
しゅう

／訳

４ 極地絶景

　極北の多様な風土が詰まっ
た一冊。北極点から北緯60度
まで、ひんやりするさまざまな
景色を楽しむことができます。

７月26日㈫～８月２８日㈰
７月２３日㈯～８月２７日㈯
７月２６日㈫～８月２７日㈯ ※７月２３日は臨時休館

７月２6日㈫～８月２4日㈬

8月5日㈮ 午前10時～11時

【中央・泗水】
【旭志】
【七城】

対象：小学生以下図書館クイズラリー

ようかいをさがそう
みんなでワイワイ！ たのしい音読

tsunekawa／著

マリサビーナ・ルッソ／作
なかがわちひろ／訳

芝
しば

崎
さき

本
もと

実
み

／著
二
ふたつ

木
ぎ

ちかこ／絵

２  旅するクリームソーダ

3  ことりのみずあび

1  おだんご先生のおいしい！
　手づくり和菓子

　しゅわしゅわソーダとひんや
りアイス。見ているだけで涼
しくなれるフォトエッセイ。簡
単なレシピも付いてます。

　暑い夏。ことりのように思
い切って水浴びをしたい！ こ
の絵本で、そんな気持ちを味
わってみませんか。

　体に優しい材料で和のひん
やりデザートを作ってみよう！ 

全 館

七 城

●とっておきの癒
いや

しの時間 ～自分へのご褒美～
　 （5月・6月、全4回、中央公民館）

　1回目は「みどりの癒し」とし
て、エコ杉チップを使った寄せ
植えを学習。植物を器にアレン
ジしていく作業は、忙しい日常
の中に簡単に緑を感じられる癒
やしの時間となりました。

● 木彫入門 !! 木彫りコースター作り ～コースター
作りにチャレンジ～ （5月・6月、全５回、中央公民館）

　コロナ禍のおうち時間を有
意義に過ごすための趣味入門
講座として、1枚の板を彫刻刀
で彫り込み世界に一つだけの
コースターを制作。趣味のレ
パートリーが増えました。

●レザークラフトを楽しもう ～マイ財布でお買い物～ 
　（5月・6月、全４回、七城公民館)

　10人の受講生がキーホル
ダーや財布、バッグの作製に挑
戦し、個性あふれる作品が完成
しました。初めて参加した人も
多く、もっと学びたいといった
意欲あふれる声が聞かれました。

● 知ってますか?「SDGs」 ～将来のために、私たちに
できること～ （5月・6月、全２回、泗水公民館）

　9人の受講生が SDGs の意
味や内容、取り組みを学習。未
来のために、自分にできる第一
歩を踏み出すことが、持続可能
な社会の実現につながると実
感した講座でした。
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